































































平成 27 年度の教職実践演習は、授業計画を表 1
のように設定し、幼児教育学科第一部 4 クラス、第


































































































対象は、平成 27 年度本学幼児教育学科第一部 2
年生 179 名および第三部 3 年生 86 名、計 265 名で
ある。



















の推移を調査した（図 1 ～ 3）。調査の結果、以下
の 5 点を主な特徴として考察を加える。
ⅰ．項目 4、10 で授業開始時の数値が著しく低い
ⅱ．14 ～ 16 回目はすべての項目で大きく数値が上
がっている
ⅲ．3 回目は項目 5、7 以外で数値が上がっている
ⅳ．5 回目は項目 3 以外で数値が上がっており、中
でも項目 6、10 で大きく上昇している
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ⅴ．項目 5～ 7は 8回目以降、高い水準を保ちなが
ら類似した波形をしている
項目 5 ～ 7 は、社会性や対人関係に対する項目で




































この項目は、Ｂクラスで 9 回目、Ｄクラスで 11
















































































































































































































































































また、クラス活動であった 7 回目～ 13 回目までの





















































































































































































































教育祭 2 日目に最高値を記録している。6212 教室












































































































































横田：第Ⅰ章、第Ⅳ章 第 1 ～ 2 節、第Ⅴ～Ⅵ章
滝沢：第Ⅲ章
山田：第Ⅳ章 第 3 節
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